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平 成 ２ ５ 年

上砂川町議会第２回臨時会会議録（第１日）

２月１９日（火曜日）午前１０時００分 開 会

午前１１時３２分 閉 会

〇議事日程 第１号

臨時議長就任

議員自己紹介

町長挨拶

理事者自己紹介

第 １ 仮議席の指定について

第 ２ 会議録署名議員指名について

第 ３ 選挙第 １号 議長選挙について

第 ４ 会期決定について

２月１９日 １日間

第 ５ 選挙第 ２号 副議長選挙について

第 ６ 議席の指定について

第 ７ 常任委員会委員の選任について

第 ８ 議会運営委員会委員の選任について

第 ９ 議長の常任委員辞任について

※ 常任委員会及び議会運営委員会

正・副委員長互選結果報告につい

て

第１０ 選挙第 ３号 中空知広域市町村圏

組合議会議員選挙について

第１１ 選挙第 ４号 砂川地区保健衛生組

合議会議員選挙について

第１２ 選挙第 ５号 石狩川流域下水道組

合議会議員選挙について

第１３ 選挙第 ６号 空知中部広域連合議

会議員選挙について

第１４ 選挙第 7号 中・北空知廃棄物処

理広域連合議会議員選挙について

第１５ 選挙第 ８号 砂川地区広域消防組

合議会議員選挙について

第１６ 同意第 １号 監査委員の選任につ

き同意を求めることについて

第１７ 議案第 ２号 上砂川町デイサービ

スセンター設置条例等の一部を改正

する条例制定について

第１８ 議案第 ３号 公の施設に係る指定

管理者の指定について

第１９ 議案第 ４号 平成２４年度上砂川

町一般会計補正予算（第５号）

〇会議録署名議員

６番 髙 橋 成 和

７番 横 溝 一 成

おはようございます。〇事務局長（中島隆行）

。 。事務局長の中島です よろしくお願いいたします

議員の皆様、このたびはご当選まことにおめで

とうございます。心からお祝いを申し上げます。

さて、本臨時会は一般選挙後初めての議会であ

りますので、議長が選出されるまでの間、地方自

治法第107条の規定によりまして年長の議員が臨

時議長を務めることになっております。したがい

まして、本日の出席議員の中の年長であります数

馬議員に臨時議長をお願いをいたします。数馬議

員、よろしくお願いいたします。

◎臨時議長就任

おはようございます。〇臨時議長（数馬 尚）

ただいま紹介されました数馬でございます。地方

自治法第107条の規定により、議長選挙の終わる

までの間、臨時に議長の職務を行います。よろし

くお願いいたします。
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◎議員自己紹介

初めに、議員の自己紹〇臨時議長（数馬 尚）

介をお願いいたします。

伊藤議員より順次お願いいたします。

、 。〇 伊藤充章（ ） みなさん おはようございます

さきの選挙で初当選をさせていただきました伊藤

充章でございます。今後一生懸命頑張ってまいり

ます。どうか皆さんよろしくお願いいたします。

日本共産党新人議員、川岸清彦〇（川岸清彦）

です。皆さん、きょうは傍聴の方もいっぱいおる

ようで、ありがとうございます。今後一生懸命努

力して勉強して頑張っていきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。

おはようございます。先日の上〇（吉川 洋）

砂川町議会議員選挙におきまして、若干とうが立

っておりますが、新人議員として当選をさせてい

ただきました鶉本町の吉川でございます。一日も

早く町のために仕事ができるよう努力する所存で

ございますので、どうぞ今後ともよろしくお願い

を申し上げます。

おはようございます。今回２期〇（斎藤勝男）

目、斎藤勝男でございます。一生懸命頑張らせて

いただきますので、今後ともよろしくお願いいた

します。

おはようございます。このたび〇（髙橋成和）

４期目となりました髙橋でございます。理事者の

皆様方、これから４年間いろいろとお世話になる

と思います。そして、議員の皆様方も大変お世話

。 。になると思います よろしくお願い申し上げます

おはようございます。横溝でご〇（横溝一成）

ざいます。最年長でございます。８期目を迎えま

して、長いわけでございますけれども、今後とも

ひとつよろしくお願いをいたします。

大内兆春でございます。今まで〇（大内兆春）

の経験を生かしてまいりますので、どうか理事者

の皆様よろしくお願いいたしまして、挨拶にかえ

させていただきます。

おはようございます。今回５期〇（堀内哲夫）

目の当選をさせていただきました。日ごろ皆さん

方には今まで何かとお世話になっておりますけれ

、 。ども どうぞ今後ともよろしくお願いいたします

最後になりましたけれども、私〇（数馬 尚）

からも自己紹介をさせていただきたいと思いま

す。東鶉に住んでおります数馬でございます。２

期目の当選でございます。今後ともよろしくお願

いいたします。

◎町長挨拶

、 、〇臨時議長 数馬 尚（ ） 次に 初議会に当たり

貝田町長よりご挨拶をお願いいたします。

議員改選後の初議会に当た〇町長（貝田喜雄）

りまして、ご指示がありましたので、ご挨拶をさ

せていただきます。

議員の皆様には、１月29日告示の町議会議員選

挙におきまして町民の皆さんの絶大なるご信任を

いただき、無投票当選の栄をかち取られたところ

であり、心からお祝いを申し上げます。新しい年

を迎え、今まさに新たなスタートを切るわけであ

りますが、これからの４年間、町民の代表として

上砂川町の発展のためにご尽力くださるようお願

い申し上げます。

私も町長就任後、早いものでこの４月に１期目

の最終年度を迎えるところであり、この間人口減

少問題や地域振興対策問題など山積する行政課題

を抱えての町政運営でありましたが、住みなれた

上砂川で多くの町民の皆さんが安心して暮らせる

町づくりに向け、職員とともに精いっぱい努めて

きたところであります。この３年間、揺らぐ国政

のもと、ただ一つの救いは地方交付税が確保され

たことであり、議員各位はもとより、町民の皆さ

んの温かい支えによりまして、政策目標として進

めてまいりました子育て支援対策や高齢者対策を

中心に、住民の健康予防から生命と財産を守る施

策の展開のほか、住宅再編や中小企業向け施策の

拡充と企業誘致の推進など、行政全般にわたり一
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定の成果をおさめられたと思うもので、改めまし

て心より感謝とお礼を申し上げる次第でありま

す。

さて、国の情勢でありますが、昨年12月の政権

交代により自公連立の第２次安倍内閣が発足し、

アベノミクスの名のもと経済再生を掲げ、財政出

動、金融緩和、成長戦略の３本の矢によりその実

現を期すとして始動したところであり、円安、株

高により輸出業を中心に一部経済産業界において

、 、高評価がある一方 雇用の拡大や所得の増加など

行き着く先が見えないとの指摘、さらには灯油や

ガソリンなど輸入生活用品の値上げが生じるな

ど、将来に向けた期待がある中にも一抹の不安を

覚える状況にあるのではないでしょうか。経済対

策ばかりに重きを置き、地方行政への配慮不足が

否めない政府施策が進められる中、これから先の

行財政運営を考えるとき、地方自治体を取り巻く

環境、とりわけ本町を含める小規模自治体はます

ます厳しい状況に置かれると見込まれるものであ

りまして、これを象徴するかのごとく、平成25年

度の予算において、国家公務員の給与削減に起因

し、地方にも応分の負担を求めるものとして、い

ろいろな手だては尽くすよというものの、4,000

億円の地方交付税の減額を閣議決定したのは周知

の事実であります。地方の活力なくして国の活力

あらずと言われて久しいところでありますが、こ

の基本理念に逆行する地方への負担押しつけが続

く限り、自主自立の具体化は遠のく一方であると

思うものであります。

本町におきましても、平成９年に一部人件費見

直しに着手し、平成13年度から本格的な行財政改

革を継続しており、これ以上の対策を講じるのは

極めて困難でありますが、将来にわたっての健全

財政維持に向け、協働の町づくりの体制強化を図

るとともに、広域連携や協働事務の推進、さらに

は公共施設における民間活力の導入など、考えら

れるあらゆる手だてをもって行政のスリム化、効

率化を目指し、結果を求めてまいりたいと思うも

のであります。

きょうの初議会で新しい構成による議会活動が

スタートされるところでありますが、私はこれか

らも議会とともに町のために、町民のために、あ

すの上砂川を見据え、安心、安全の町づくり、活

力のある町づくりに向け全力を尽くす所存であり

ますので、議員各位の今後さらなるご指導とご協

力を心からお願いを申し上げまして、初議会に当

たってのご挨拶とさせていただきます。

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

◎理事者自己紹介

引き続き理事者の自己〇臨時議長（数馬 尚）

紹介をお願いいたします。

町長から順次お願いいたします。

改めまして、町長の貝田で〇町長（貝田喜雄）

ございます。どうぞよろしくお願いいたします。

副町長の奥山です｡どう〇副町長（奥山光一）

ぞよろしくお願いいたします。

教育委員長の栗原で〇教育委員長（栗原順道）

ございます。よろしくお願いいたします。

教育長の林です。よろし〇教育長（林 智明）

くお願いいたします。

監査委員の横林です。〇監査委員（横林典夫）

よろしくお願いいたします。

総務課長の米田でござ〇総務課長（米田淳一）

います。どうぞよろしくお願いいたします。

企画振興課長の飯〇企画振興課長（飯山重信）

。 。山と申します ひとつよろしくお願いいたします

企画振興課技〇企画振興課技師長（佐藤康弘）

師長の佐藤でございます。どうぞよろしくお願い

いたします。

住民課長の渡辺です。〇住民課長（渡辺修一）

よろしくお願いいたします。

福祉課長の西村でござ〇福祉課長（西村英世）

います。よろしくお願いします。

町立診療〇福祉医療センター参事（高橋 良）

所の事務長と老人保健施設成寿苑の施設長を務め
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ております高橋と申します。どうぞよろしくお願

いします。

教育委員会教育次長、〇教育次長（是洞春輝）

洞です。よろしくお願いします。

税務出納課長、会〇税務出納課長（永井孝一）

計管理者の永井です。どうぞよろしくお願いいた

します。

以上で自己紹介を終わ〇臨時議長（数馬 尚）

ります。

◎開会の宣告

ただいまの出席議員は〇臨時議長（数馬 尚）

９名です。

理事者側につきましては、清野福祉医療センタ

ー参事が病気休職中のため欠席しております。

定足数に達しておりますので、平成25年第２回

上砂川町議会臨時会は成立いたしましたので、開

会いたします。

（開会 午前１０時００分）

◎開議の宣告

直ちに本日の会議を開〇臨時議長（数馬 尚）

きます。

◎仮議席の指定について

日程第１、仮議席の指〇臨時議長（数馬 尚）

定を行います。

仮議席は、ただいま着席の議席といたします。

◎会議録署名議員指名について

日程第２、会議録署名〇臨時議長（数馬 尚）

議員の指名を行います。

会議録署名議員は、会議規則第117条の規定に

よって、６番、髙橋議員、７番、横溝議員を指名

いたします。よろしくお願いいたします。

◎選挙第１号

日程第３、選挙第１号〇臨時議長（数馬 尚）

議長選挙を行います。

お諮りいたします。選挙の方法は、地方自治法

第118条第２項の規定によって指名推選にしたい

と思いますが、ご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇臨時議長（数馬 尚）

したがって、選挙の方法は指名推選によること

に決定いたしました。

お諮りいたします。指名の方法については、臨

時議長において指名することにしたいと思います

が、これにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇臨時議長（数馬 尚）

したがって、臨時議長において指名することに

決定いたしました。

議長に堀内議員を指名いたします。

お諮りします。ただいま指名いたしました堀内

議員を議長の当選人とすることにご異議ございま

せんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇臨時議長（数馬 尚）

したがって、ただいま指名いたしました堀内議

員が議長に当選されました。

ただいま議長に当選されました堀内議員が議場

におられますので、会議規則第32条第２項の規定

により告知いたします。

議長に当選されました堀内議員、ご登壇の上、

当選の承諾と就任のご挨拶をお願いいたします。

ただいま議長の職のご推挙〇議長（堀内哲夫）

をいただきまして、まことにありがとうございま

す。職の重さを痛感するところでございますが、

今置かれている地方行政の厳しい中、議員各位は

もとより、町長を初め理事者の皆さん方のお力を

いただきながら円滑な議会運営に努めていきたい

と思いますので、今後ともどうぞよろしくお願い

いたします。

まことに簡単ではございますけれども、就任の

ご挨拶とさせていただきます。ありがとうござい
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ました。

これで臨時議長の職務〇臨時議長（数馬 尚）

は全部終了いたしました。ご協力ありがとうござ

いました。

堀内議長には議長席にお着き願いたいと思いま

す。

◎会期決定について

日程第４、会期の決定につ〇議長（堀内哲夫）

いて議題といたします。

お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日１

日としたいと思いますが、これにご異議ございま

せんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

、 、 。よって 会期は 本日１日と決定いたしました

◎選挙第２号

日程第５、選挙第２号 副〇議長（堀内哲夫）

議長の選挙を行います。

お諮りいたします。選挙の方法は、地方自治法

第118条第２項の規定によって指名推選にしたい

と思いますが、ご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、選挙の方法は指名推選によること

に決定いたしました。

お諮りいたします。指名の方法は、議長におい

て指名することにしたいと思いますが、これにご

異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、議長において指名することに決定

いたしました。

副議長に大内議員を指名いたします。

お諮りいたします。ただいま指名いたしました

大内議員を副議長の当選人とすることにご異議ご

ざいませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、ただいま指名いたしました大内議

員が副議長に当選されました。

ただいま副議長に当選されました大内議員が議

場におられますので、会議規則第32条第２項の規

定により告知いたします。

、 、副議長に当選されました大内議員 ご登壇の上

当選の承諾と就任のご挨拶をお願いいたします。

一言ご挨拶を申し上げま〇副議長（大内兆春）

す。

ただいま議員各位のご推挙によりまして本議会

の副議長に指名されましたことは、この上ない光

栄に思いますと同時に、責任の重さも痛感してい

るところでございます。浅学非才ではございます

が、誠心誠意努力する所存でございます。議員各

位の変わらぬご指導とご鞭撻を賜りますようお願

いいたしまして、就任のご挨拶といたします。

ありがとうございました。

◎議席の指定について

日程第６、議席の指定を行〇議長（堀内哲夫）

います。

議席は、会議規則第３条第１項の規定により、

議長において指定いたします。

議席は、ただいま着席の議席といたします。

◎常任委員会委員の選任について

日程第７、常任委員会委員〇議長（堀内哲夫）

の選任につき議題といたします。

常任委員会委員の選任については、委員会条例

第７条第１項の規定により議長において指名した

いと思いますが、これにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

これより指名いたします。総務文教常任委員に

吉川議員、数馬議員、髙橋議員、横溝議員、堀内

議員。厚生建設常任委員に伊藤議員、川岸議員、
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斎藤議員、大内議員。以上のとおり指名したいと

思いますが、ご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、ただいま指名いたしましたとおり

常任委員に選任することに決定いたしました。

◎議会運営委員会委員の選任について

日程第８、議会運営委員会〇議長（堀内哲夫）

委員の選任について議題といたします。

議会運営委員会委員の選任については、委員会

条例第７条第１項の規定により議長において指名

したいと思いますが、これにご異議ございません

か。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

これより指名いたします。議会運営委員に斎藤

議員、数馬議員、大内議員、横溝議員を指名した

いと思いますが、ご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、ただいま指名いたしましたとおり

議会運営委員に選任することに決定いたしまし

た。

暫時休憩いたします。

休憩 午前１０時２３分

再開 午前１０時２４分

休憩を解きまして、休憩〇副議長（大内兆春）

前に引き続き会議を開きます。

◎議長の常任委員辞任について

日程第９、議長の常任委〇副議長（大内兆春）

員の辞任について議題といたします。

議長は、地方自治法第117条の規定により除斥

の対象になりますので、退席を求めます。

〔９番 堀内哲夫議員 退場〕

ただいま総務文教常任委〇副議長（大内兆春）

員に選出されました議長から、常任委員を辞任し

たい旨の申し出がありました。

議長は、その職責上どの委員会にも出席する権

限を有しているほか、可否同数の際における裁決

権など議長固有の権限を考慮するとき、１個の委

員会の委員として所属することは適当でないし、

また行政実例でも議長については辞任を認めてい

ますので、総務文教常任委員を辞任したいとする

ものです。

辞任について許可することにご異議ございませ

んか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇副議長（大内兆春）

したがって、議長の総務文教常任委員の辞任に

ついては、許可することに決定いたしました。

暫時休憩いたします。

〔９番 堀内哲夫議員 入場〕

休憩 午前１０時２６分

再開 午前１０時２６分

休憩を解きまして、休憩前〇議長（堀内哲夫）

に引き続き会議を開きます。

常任委員会及び議会運営委員会の正副委員長の

互選でありますが、選考委員会において申し合わ

せをしておりますので、議長から報告したいと思

いますが、ご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

、 。〇議長 堀内哲夫（ ） それでは 報告いたします

総務文教常任委員長、数馬議員、副委員長、吉

川議員。

厚生建設常任委員長、斎藤議員、副委員長、川

岸議員。

議会運営委員長、横溝議員、副委員長、大内議

員。

以上のとおりです。

なお、各附属機関の委員の選任につきましても

申し合わせにより決定しておりますので、後ほど

名簿を配付いたします。

◎選挙第３号
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日程第10、選挙第３号 中〇議長（堀内哲夫）

空知広域市町村圏組合議会議員の選挙を行いま

す。

お諮りいたします。選挙の方法は、地方自治法

第118条第２項の規定によって指名推選にしたい

と思いますが、ご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、選挙の方法は指名推選によること

に決定いたしました。

お諮りいたします。指名の方法については、議

長において指名することにしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、議長において指名することに決定

いたしました。

中空知広域市町村圏組合議会議員に大内議員を

指名いたします。

お諮りいたします。ただいま指名いたしました

大内議員を中空知広域市町村圏組合議会議員の当

選人とすることにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、ただいま指名いたしました大内議

員が中空知広域市町村圏組合議会議員に当選され

ました。

ただいま当選された大内議員が議場におられま

すので、会議規則第32条第２項の規定により告知

いたします。

なお、組合規定により議長も本組合の議員にな

りますので、申し添えておきます。

◎選挙第４号

日程第11、選挙第４号 砂〇議長（堀内哲夫）

川地区保健衛生組合議会議員の選挙を行います。

お諮りいたします。選挙の方法は、地方自治法

第118条第２項の規定によって指名推選にしたい

と思いますが、ご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、選挙の方法は指名推選によること

に決定いたしました。

お諮りいたします。指名の方法については、議

長において指名することにしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、議長において指名することに決定

いたしました。

砂川地区保健衛生組合議会議員に斎藤議員を指

名いたします。

お諮りいたします。ただいま指名いたしました

斎藤議員を砂川地区保健衛生組合議会議員の当選

人とすることにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、ただいま指名いたしました斎藤議

員が砂川地区保健衛生組合議会議員に当選されま

した。

ただいま当選されました斎藤議員が議場におら

れますので、会議規則第32条第２項の規定により

告知いたします。

◎選挙第５号

日程第12、選挙第５号 石〇議長（堀内哲夫）

狩川流域下水道組合議会議員の選挙を行います。

お諮りいたします。選挙の方法は、地方自治法

第118条第２項の規定によって指名推選にしたい

と思いますが、ご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、選挙の方法は指名推選によること

に決定いたしました。

お諮りいたします。指名の方法については、議

長において指名することにしたいと思いますが、
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これにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、議長において指名することに決定

いたしました。

石狩川流域下水道組合議会議員に議長を指名い

たします。

お諮りいたします。ただいま指名いたしました

議長を石狩川流域下水道組合議会議員の当選人と

することにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、議長が石狩川流域下水道組合議会

議員に当選しました。

◎選挙第６号

日程第13、選挙第６号 空〇議長（堀内哲夫）

知中部広域連合議会議員の選挙を行います。

お諮りいたします。選挙の方法は、地方自治法

第118条第２項の規定によって指名推選にしたい

と思いますが、ご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、選挙の方法は指名推選によること

に決定いたしました。

お諮りいたします。指名の方法については、議

長において指名することにしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、議長において指名することに決定

いたしました。

空知中部広域連合議会議員に議長と数馬議員を

指名いたします。

お諮りいたします。ただいま指名いたしました

議長と数馬議員を空知中部広域連合議会議員の当

選人とすることにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、ただいま指名いたしました議長と

数馬議員が空知中部広域連合議会議員に当選され

ました。

ただいま当選された数馬議員が議場におられま

すので、会議規則第32条第２項の規定により告知

いたします。

◎選挙第７号

日程第14、選挙第７号 中〇議長（堀内哲夫）

・北空知廃棄物処理広域連合議会議員の選挙を行

います。

お諮りいたします。選挙の方法は、地方自治法

第118条第２項の規定によって指名推選にしたい

と思いますが、ご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、選挙の方法は指名推選によること

に決定いたしました。

お諮りいたします。指名の方法については、議

長において指名することにしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、議長において指名することに決定

いたしました。

中・北空知廃棄物処理広域連合議会議員に議長

を指名します。

お諮りいたします。ただいま指名いたしました

議長を中・北空知廃棄物処理広域連合議会議員の

当選人とすることにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、議長が中・北空知廃棄物処理広域

連合議会議員に当選いたしました。

◎選挙第８号

日程第15、選挙第８号 砂〇議長（堀内哲夫）
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川地区広域消防組合議会議員の選挙を行います。

お諮りいたします。選挙の方法は、地方自治法

第118条第２項の規定によって指名推選にしたい

と思いますが、ご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、選挙の方法は指名推選によること

に決定いたしました。

お諮りいたします。指名の方法については、議

長において指名することにしたいと思いますが、

これにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、議長において指名することに決定

いたしました。

砂川地区広域消防組合議会議員に斎藤議員を指

名いたします。

お諮りいたします。ただいま指名いたしました

斎藤議員を砂川地区広域消防組合議会議員の当選

人とすることにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、ただいま指名いたしました斎藤議

員が砂川地区広域消防組合議会議員に当選されま

した。

ただいま当選されました斎藤議員が議場におら

れますので、会議規則第32条第２項の規定により

告知いたします。

◎同意第１号

日程第16、同意第１号 監〇議長（堀内哲夫）

査委員の選任につき同意を求めることについて議

題といたします。

髙橋議員は、地方自治法第117条の規定によっ

て除斥の対象になりますので、退場願います。

〔６番 髙橋成和議員 退場〕

。〇議長 堀内哲夫（ ） 提案理由の説明を求めます

町長。

ただいま上程されました同〇町長（貝田喜雄）

意第１号 監査委員の選任につき同意を求めるこ

とについて提案の理由並びに内容の説明をいたし

、 。ますので ご審議賜りますようお願いいたします

提案理由といたしましては、前委員、大内兆春

氏の任期満了に伴い、後任に髙橋成和氏を選任す

ることについて議会の同意を求めるものであるこ

と。

それでは、内容の説明をいたしますので、本文

をご参照願います。

次の者を本町監査委員に選任したいので、地方

自治法第196条第１項の規定により議会の同意を

求める。

住所、上砂川町字鶉38番地22（下鶉南１条１丁

目１番３号 。氏名、髙橋成和。生年月日、昭和）

47年６月20日。職業、会社員。

本件は人事案件でありますので、全会一致をも

ってご同意くださるようお願いいたします。

以上であります。

以上で提案理由の説明を終〇議長（堀内哲夫）

わります。

、 、本件は人事案件でございますので この際質疑

討論を省略し、即決でまいりたいと思いますが、

ご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

これより同意第１号について採決をいたしま

す。

お諮りいたします。本件は、町長提案のとおり

同意することにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、同意第１号 監査委員の選任につ

き同意を求めることについては、町長提案のとお

り決定いたしました。

〔６番 髙橋成和議員 入場〕

ここで、監査委員に選任さ〇議長（堀内哲夫）

れました髙橋議員からご挨拶を受けます。髙橋議
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員、ご登壇の上、ご挨拶をお願いいたします。

大変貴重なお時間をい〇監査委員（髙橋成和）

、 。ただき 一言ご挨拶申し上げさせていただきます

このたびの議会選出監査委員の選任につきまし

て皆様方のご同意をいただきましたこと、大変感

謝申し上げます｡ありがとうございました。

この上砂川町が将来にわたり持続可能な町にな

るために、しっかりこの職責を自分は果たしてい

きたいと決意を新たにしているところでございま

す。まだまだ自分は未熟者ではございますが、こ

の議場にいらっしゃる皆様方の変わらぬご指導、

ご鞭撻をお願い申し上げまして、甚だ簡単ではご

、 。ざいますが 就任のご挨拶とさせていただきます

本日はありがとうございました。

◎議案第２号 議案第３号

日程第17、議案第２号と日〇議長（堀内哲夫）

程第18、議案第３号については関連性があります

ので、一括議題とし、提案理由並びに内容の説明

を求めてまいりたいと思いますが、これにご異議

ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、議案第２号 上砂川町デイサービ

スセンター設置条例等の一部を改正する条例制定

について、議案第３号 公の施設に係る指定管理

者の指定については一括議題といたします。

提案理由の説明を求めます。町長。

ただいま一括上程されまし〇町長（貝田喜雄）

た議案第２号並びに第３号について提案理由を申

し述べますので、ご審議くださるようお願いいた

します。

議案第２号 上砂川町デイサービスセンター設

置条例等の一部を改正する条例制定について。

上砂川町デイサービスセンター設置条例等の一

部を改正する条例を次のとおり制定するものとす

る。

提案理由といたしましては、地方自治法第244

条の２第３項の規定により、デイサービスセンタ

ー、特別養護老人ホーム、老人保健施設及び町立

診療所の管理を指定管理者に行わせるため、関係

条例の一部を改正するものであること。

次に、議案第３号であります。議案第３号 公

の施設に係る指定管理者の指定について。

公の施設に係る指定管理者を次のとおり指定す

るものとする。

提案理由といたしましては、地方自治法第244

条の２第６項の規定に基づき、デイサービスセン

ター、特別養護老人ホーム、老人保健施設及び町

立診療所に係る指定管理者を指定したいので、議

会の議決を求めるものであること。

、 、以下 内容の説明は副町長からいたしますので

よろしくお願いいたします。

以上であります。

引き続き内容の説明を求め〇議長（堀内哲夫）

ますが、議案第２号の条例の本文が相当量となっ

ておりますので、読み上げについては省略したい

と思いますが、これにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、議案第２号の条例の本文の読み上

、 。げについては 省略することに決定いたしました

それでは、内容の説明を求めます。副町長。

、 、〇副町長 奥山光一（ ） それでは ご指示により

議案第２号及び議案第３号について一括内容の説

明をさせていただきます。

、 、本議案につきましては デイサービスセンター

特別養護老人ホーム、老人保健施設及び町立診療

所の業務を指定管理者による管理運営を行うた

め、各施設の設置条例の一部を改正するものでご

ざいます。

議案の内容に入らせていただく前に、指定管理

者制度の導入にかかわります事務的経過について

報告をさせていただきます。初めに、職員組合と

の協議についてでございますが、当初福祉医療セ

ンター職員につきましては１年間給与保障するこ
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ととしておりましたが、議員各位からのご意見や

、 、組合との協議によりまして 指定管理期間３年間

身分を保障することとして基本的合意を得ており

ましたが、引き続き職員組合との協議を行い、退

職金の取り扱い等について保障期間中であったと

しても本人の申し出により勧奨扱いにするなどに

よりまして職員組合との最終合意を得たことか

ら、去る２月１日に組合との妥結をしたところで

ございます。

また、お手元に配付しております資料ナンバー

１でございますけれども、資料の説明は省略をさ

せていただきますが、２月６日に各町自治会長並

びに入所者、家族への説明を本資料をもちまして

行い、２月７日には町づくり町民会議での説明を

了し、それぞれ一定の理解を得たところでござい

ます。

それでは、議案第２号の内容について説明をさ

せていただきます｡指定管理者による各施設の管

理を行うため、指定管理者による管理を行わせる

旨の規定を加え、指定管理者の業務といたしまし

て、各設置条例に規定している業務のほか、施設

の維持管理を行う業務についての規定を加えるも

のでございます。そのほか、各施設の目的に沿っ

た事業運営を行わせる指定管理者の責務、さらに

は各施設の利用負担、費用等を指定管理者の収入

として収受できる旨の規定を加える内容となって

ございます。

次に、議案第３号について内容の説明をさせて

いただきます。ただいま議案第２号において説明

をさせていただきましたデイサービスセンター、

特別養護老人ホーム、老人保健施設及び町立診療

所の管理につきまして、公の施設に係る指定管理

者の手続等に関する条例の規定に基づき、本年４

月から３年間、指定管理者の指定について承認を

いただくものでございます。指定管理者の指定に

つきましては、入所者の一層のサービス向上と施

設の効率的な維持管理等を期する観点から、介護

事業所での施設運営や医療法人の資格を有し、実

際に医療機関の運営の実績を有して、さらには専

門的サービス提供の能力を有する留萌市に本社を

置く萌福祉サービスを指定管理者として指定する

もので、指定管理期間につきましては平成25年４

月１日から平成28年３月31日までの３年間として

提案申し上げるものでございますので、ご理解賜

りたく、お願い申し上げます。

なお、今後の予定でございますが、本議案の議

決後、住民周知につきましては３月町広報並びに

施設内の掲示において周知を図ってまいりますほ

か、指定管理に伴います特別会計条例等の関係条

例の一部改正につきましては、３月定例会におい

て提出させていただきたいというふうに考えてご

ざいますので、よろしくお願い申し上げます。

以上が内容の説明でございますが、議長のお取

り計らいによりまして議案第２号の条例本文の読

み上げは省略をさせていただき、議案第３号の本

文に入らせていただきますので、よろしくお願い

いたします。

それでは、本文に入らせていただきます。公の

施設に係る指定管理者の指定について。

１ 指定管理者に管理を行わせる施設の名称

施設の名称、施設の所在地。上砂川町デイサー

ビスセンター、上砂川町字上砂川22番地16。上砂

川町立特別養護老人ホーム、同上。上砂川老人保

健施設、同上。上砂川町立診療所、同上。

２ 指定管理者となる団体

萌福祉サービスグループ代表、留萌市開運町１

丁目２番１号、株式会社萌福祉サービス代表取締

役社長、水戸康智。

３ 管理を行わせる期間

平成25年４月１日から平成28年３月31日まで。

以上でございます。

以上で提案理由及び内容の〇議長（堀内哲夫）

説明が終わりましたので、これより順次質疑、討

論、採決を行ってまいります。

議案第２号に対する質疑を受けます。質疑ござ

いませんか。川岸議員。
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議案第２号 上砂川町デイ〇２番（川岸清彦）

サービスセンター設置条例等の一部を改正する条

例制定についてご質問いたします。

ただいま提案された議案第２号について、先ほ

どの提案理由によればデイサービスほか３施設に

ついてその管理を指定管理者に委ねるというもの

ですが、このことに関して理解を深める立場から

。 、質問いたします 選挙後の初議会で議会人事の後

町民にとって重要な議案審議ということで、新人

議員でふなれですが、質問させていただきますの

で、何とぞよろしく町長を初め理事者の適切な答

弁を求めます。

いわゆる上砂川福祉医療センターの各施設を指

定管理者の管理に委ねるとした問題について、北

海道新聞の８日付の紙面で公になり、私を初め、

少なからぬ町民の皆さんは突然の事態にびっくり

し、私のところにも何件か問い合わせもありまし

た。あの日の新聞報道によれば、指定管理はほぼ

確定的で、あとは今日19日の臨時議会の議決だけ

というものと見受けられました。

まず、第１に伺いますが、選挙後の議会人事を

決める臨時議会において、私も含めて新人議員は

３人、議員の３割がきょうの議会で指定管理につ

いて説明を初めて聞くものです。内容がよくわか

らなくてもいいから、きょうの臨時議会で議決し

てもらいたい。これでは新人議員の議案に対する

調査も含め、慎重に審議に参加するという議員と

して保障されるべき権利への配慮についてどう考

えておられるのか伺いたいと思います。かつて今

回のような改選後の初議会、しかも新人議員が少

なからずいる中で重要案件を即決した議会の前例

は過去にあったのでしょうか。大変口幅ったいで

すが、これでは議員として町民に責任を持った審

議と議案に対する態度表明はできません。４施設

の指定管理者への管理委託は、町民の福祉、医療

にかかわる重要な問題であり、町民の多くの理解

と協力を得るために必要な時間をかけて検討すべ

きではないでしょうか。新人議員の身で大変僣越

ですが、議会においても特別委員会を設置して町

民の声に耳を傾けながら慎重に審議すべき性格の

ものではないでしょうか。私は、今日の議会で結

論を出す、即決するのではなく、もっと時間をか

けて十分審議を行うべきだと考えています。なぜ

きょうのこの初議会で議決しなければならないの

でしょうか、納得できません｡町長の説明を求め

ます。

第２点は、８日付新聞報道の内容は事実なので

しょうか。報道記事では、管理委託の会社の名前

も具体的であり、ここまで書かれている前提には

議会でかなりの審議を重ねているものと思われま

すが、参考までに町長に伺いますが、きょうの初

、 、議会の前に何回町議会に説明し 審議されたのか

具体的にお聞かせください。

第３は、町長はかねてから町民一人一人が主役

の町づくり、みんなが進める町づくりとして行政

と町民との協働の町づくりを主張され、町民の声

を聞く集まりとして町づくりの町民会議を位置づ

けています。この町民会議にこの問題を説明し、

意見を聞いたのは２月７日だけなのでしょうか。

町民会議において１回きりとせず、町民目線でい

、 。ろいろ検討 意見を聞くべきではないでしょうか

第４は、今回４施設を指定管理者に管理委託す

ることを決断した経過について伺います｡それら

の施設ごとの経営収支状況及びどのような経営分

析をなされたのかを伺いたいと思います。あわせ

て、外部に管理委託する前に自力での経営改善の

ためのどのような取り組み、努力がなされたのか

。 、を伺いたいと思います 民間の専門的なノウハウ

力をかりなければならない問題が必要との考えと

聞きますが、どういう問題があるのでしょうか、

伺いたいと思います。

以上の点について町長の答弁を求めます。

ただいまの質疑について答〇議長（堀内哲夫）

弁を求めます。町長。

川岸議員の質問にお答えい〇町長（貝田喜雄）

たします。
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１点目から４点目まで関連がありますので、順

番が前後するかもしれませんが、一括答弁させて

いただきたいと存じます。

最初に、民間委託導入に係る背景等についてで

あります。ご承知のとおり、国にありましては高

齢化社会における福祉、医療対策の一つとして介

護施設等の入所者に対し、個々の状態に応じた適

切で質の高いサービスの提供を目標としており、

その実現に向け、指導等を受けているところであ

ります。本町におきましても、開設以来そうした

実践に努力を重ねてまいりましたが、施設運営を

取り巻く状況の変化や多様化する各種ニーズに対

しまして、町の力だけでは全てを解決できない事

態が生じてきており、多くの課題を抱え、何らか

の対策をとらなければならない状況に立ち至って

いるところであります。こうした中、町の責務と

して恒久的な施設の維持を目指すのは当然のこと

でありますが、課題解決に向け、何といってもこ

れから先も入所者の皆さんがより快適に日々の生

活を送ることができるよう、しっかりと守ってい

かなければならないと思うところであります。こ

のことから、さらなるサービスの向上を目指しま

して、平成25年４月から３年間、成寿苑、はるに

れ荘のほか、町立診療所、デイサービスセンター

など福祉医療センターすべての施設についてプロ

の手に委ねる民間委託を導入し、さらには３年間

の実績を見つつ、平成28年４月からは完全民営化

をいたしまして、将来にわたり不安を抱えること

なく安心した生活を確保してまいりたいとの結論

に至ったものであります。

民間事業者の選定に当たっては、豊富な実績と

高度な知識を持って入所者のサービス提供ができ

ることはもちろんのことでありますが、まずもっ

て皆様の急激な負担増は避けなければならないと

の思いのもと、慎重に検討を重ねてきたところで

ございまして、結果として皆様への説明等が遅く

なったところでございます。

次に、本日の議会までの経過についてでありま

す。ただいま申し上げましたとおり、今回の議案

につきましては大変デリケートな問題でありまし

て、ある程度の内容を詰めないうちに公表いたし

ますと関係する皆さんに大きな不安と心配を与え

てしまうことから、この時期での提案となったも

のでありますことをご理解願いたいと思います。

具体的な議会対応につきましては、昨年の12月の

28日に勉強会を開催いただき、経過や事業者の選

定理由、そして決定するに当たっては公募によら

ないなどの内容について説明をいたしまして、時

間がない中でいかがなものかとの指摘も受けまし

たが、施設運営における赤字状況からの脱却や働

く者の生活、職場を守る観点よりどうしても進め

なければならない旨のご理解をいただき、１月11

日に全員協議会を開催いたしまして、入所者の負

担増や職員の身分保障等々について意見をいただ

、 、き それぞれ入所者の急激な負担増は生じない旨

そして職員にあっても今できる最大の条件として

３年間の身分保障と現給保障をお約束いたしまし

て、基本的理解をいただいたところであります。

また、ご指摘の町民との協働の町づくりにかか

わる町づくり町民会議の開催につきましては、述

べました状況から２月７日の開催となったところ

、 、でございまして 前日の２月６日に自治会長会議

そして入所者と家族の皆さんへの説明会を開催

し、理解をいただいたものであります。

いずれにいたしましても、時間のない中での提

、 、案であり 極めて残念であるとの意見もいただき

このことにつきましてはまことに申しわけない思

いであります。しかしながら、冒頭お話ししまし

たとおり、町の置かれる大変厳しい財政状況の中

でこれから先の長期的な施設の安定経営を考えた

とき、町単独での管理は困難との思いに立たざる

を得ず、皆さんにお知らせする内容まで詰めてい

くのに時間を要したものでありますので、ご理解

を賜りたいと思います。

、 、次に 決断に至る施設の経営状況でありますが

医療福祉センターを構成する４施設につきまして
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は開設当初より一般会計からの繰入金をもって決

算処理したということで、いわゆる赤字対応して

きたところでございまして、近時の目まぐるしく

変わります国の制度改正によりまして、人的増員

措置を講じたものに対しての歳入の確保がされな

い。言葉をかえますと、歳出に見合う歳入の確保

がされないということで、実は平成13年度からの

行財政改革によりまして正職員から臨時職員へ切

りかえるほか、職員の給料削減などの人件費を中

心とした経費節減を図りつつ、施設全体の管理経

費のカットなど、可能な限りの対策を講じてきま

したが、特養増築の借金の返済などの財源確保が

困難な状況となり、近時におきましては4,000万

から5,000万の赤字が生じているところでありま

す。こうした中で、どうしても町でこの先施設を

運営するということになりますと、職員の給料を

30％以上にわたって削減をしていかなければなら

ないという事態も想定されるところでございまし

て、それらのことが生じますと施設そのものの存

続が危ぶまれる事態になり、決してそうさせては

ならないとの強い思いを持ったところでありま

す。町を守り、3,700人の町民を守り、100人の入

所者を守り、さらに職員の皆さんの生活を守るの

が私の使命であり、町の責務であるとの思いであ

りますので、ご理解を賜りたいと思います。

最後になりますが、新しい議員さんがいる中で

重要な案件を審議し、決定してよいのかとのこと

でありますが、決して議員さん、そして議会を軽

視するものではなく、本日の議会開催までにあら

ゆるところで説明をさせていただく機会もあった

のではないのかなというふうにも思うところでご

ざいまして、皆様方にはそれらの経緯についてご

理解をいただきたいと心よりお願い申し上げると

ころでございます。なお、今後におきましては、

その取り扱いにつきまして細心の注意を払って対

応してまいりたいと、このように考えております

ので、重ね重ねお願いを申し上げるところでござ

います。

また、特別委員会の設置に関しましては、私の

権限の及ばぬところというふうに思うところでご

ざいますので、そのことにつきましてもご理解賜

りたくお願い申し上げまして、簡単でございます

が、答弁とさせていただきます｡どうぞよろしく

お願いいたします。

ただいまの答弁に対しまし〇議長（堀内哲夫）

て再質疑ございますか。

今の答弁に対して、まこと〇２番（川岸清彦）

に丁寧に答えていただき、ありがとうございまし

た。

数馬議員。〇議長（堀内哲夫）

ただいま町長から川岸議員〇５番（数馬 尚）

に対していろいろ答弁がございまして、状況につ

いては十分理解したところでございますが、私に

も複数の町民からいろいろ心配して問い合わせが

ございますので、その人方にも丁寧に答えなけれ

ばならぬという立場もございまして、一つ二つご

質問させていただきたいと思います。

ただいま町長並びに副町長のほうからこの議案

に対していろいろご説明がございました。今年度

から３年間、萌福祉サービスを指定管理者とし、

それ以降、４年目以降は完全民営化を目指したい

というような考え方でございますけれども、３年

を経過した後、萌福祉サービスは営利を追求する

民間会社でございますので、最悪の事態も想定し

なければならないというふうに考えているわけで

ございます。３年間経過して、経営状態が思った

より好転しないと、好ましくないということから

萌さんのほうから撤退したいというような申し出

が仮にあった場合、しかも撤退後ほかの民間会社

からその後の引き受け手がなかなか見つからない

といった場合のあの施設の関係なのですが、町民

からは老人福祉施設なり特養なり、そして一番心

配なのは町立診療所について町からなくなるとい

うことは非常に困るというようなご意見も聞いて

おりますので、ここら辺将来的にどういうふうに

判断されておるのか、そしてそういった事態にな
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った場合、これから取り交わすだろうと思います

けれども、契約条項の中にそういった一札が入る

のかどうか、そこら辺についてもお聞きしたいと

思います。

以上でございます。

それでは、数馬議員の質疑〇議長（堀内哲夫）

に対して答弁を求めます。副町長。

ただいまの数馬議員のご〇副町長（奥山光一）

質問について私のほうから答弁させていただきた

いと思います。

議員からのご指摘のとおり、指定管理３年後民

営化するに当たって、経営状態により萌福祉サー

ビスが撤退した場合にどうなるのかというような

ことでのご質問かというふうに思っております

が、少なくとも萌福祉サービスの選定に当たりま

しては長期間ここの施設の運営、さらにはその後

の事業を実施してもらうということを前提にそれ

ぞれ経営状況等の決算を見ながら指定をしてきた

ところでございますが、ご心配されている撤退等

の申し出があった場合につきましては、いわゆる

協定書、契約条項の中にも盛り込みながら、萌福

祉サービスの責任において次の業者の選定を含め

て検討してもらうというような内容の条項をつけ

加えながら進めていきたいというふうには考えて

ございますが、ただいま申し上げましたとおり冒

頭萌福祉サービスを選定するに当たりまして、そ

のようなことがないような形での業者の選定をさ

せていただいたところでございます。条項には規

定はいたしますけれども、引き続きこの３年間指

定管理をしていく中で町としてもその経営状況等

を事前に把握しながら進めていきたいというふう

に考えておりますので、ご理解いただきたいと思

います。

簡単ですが、答弁とさせていただきます。

数馬議員、ただいまの答弁〇議長（堀内哲夫）

でよろしいでしょうか。

ありません。〇５番（数馬 尚）

。〇議長 堀内哲夫（ ） あとその他ございませんか

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ないようですので、質疑を〇議長（堀内哲夫）

打ち切ります。

これより討論を行います。

まず、原案に反対者の発言を許可いたします。

川岸議員。

私川岸議員は、議案第２号〇２番（川岸清彦）

上砂川町デイサービスセンター設置条例等の一

部を改正する条例制定について意見を述べて反対

いたします。

町民の福祉、医療のよりどころである４施設の

指定管理者への指定管理委託について、町議会及

び町民会議において時間をかけ慎重審議されるも

のであります。選挙後の初議会の議員として職責

に基づく議会活動を開始いたしますが、その最初

の仕事は先ほど町長から提案されたのは町の福

祉、医療政策の根幹にかかわる４施設を町の直営

から民間に委託するという重大問題であります。

これらの話は、私は議員になる前から断片的にい

ろいろ聞いていましたが、今回初めて議員として

議会という公式の場で説明を受けたばかりです。

町の直営を民間委託とした経営方針の重大な変更

であります。指定管理への賛否は別にしても、議

会として町民にかわってさまざまな角度から時間

をかけて慎重審議を尽くすべきではないでしょう

か。今日ただいまの説明と審議だけで結論を出す

ことは、余りにも拙速と言わざるを得ません。広

く町民の理解と納得が得られるよう、もっと時間

をかけて慎重審議すべきことを申し上げ、議案第

２号に反対いたします。

以上です。

次に、原案に対する賛成者〇議長（堀内哲夫）

の発言を許可いたします。髙橋議員。

私は、賛成議員を代表いた〇６番（髙橋成和）

しまして議案第２号について申し述べさせまして

いただきたいと思います。

新人議員さんもいますので、適切に自分がしっ

かりとわかっている範囲でこれから申し述べたい
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と思います。そして、重ねて、この後議案第３号

。 、の審議もございます まとめて一括して今ここで

自分は賛成しようと思っていますので、それらも

含めてここでお話しさせていただきたいと思いま

す。

まず、これまでの経緯と賛成理由を読み上げさ

せていただきたいと思いますが、このたび私ども

議会の説明の経過でございますが、最初に今回の

福祉医療センターの指定管理者のお話を聞いたの

は、町長の先ほどのお話にもあったように12月28

日であり、この議員説明会が最初となります。内

容につきましては、４月から指定管理者の委託を

行い、株式会社萌福祉サービスにお願いする旨の

報告がございました。次に、入所者、職員等の処

遇について町側と意見交換を行っております。翌

、 、年 年が明けて１月11日に全員協議会が開催され

利用者と職員等の処遇の説明結果を受け、議会側

からは町民への説明をしっかりと丁寧に行うよう

に申し入れたところでございます。全体での会議

は２回となっておりますが、そのほかに当時の議

員は個々で町長、副町長との意見交換を随時行っ

てきております。この議案について、各論では何

名かの議員から今後の取り組みについて施設入所

者、町民、施設職員への周知の面でもう少し時間

的猶予がないのかという意見がございましたけれ

ども、総論では将来のためには施設の指定管理者

を活用した公設民営化方式には当時の議員全員が

賛成という立場でございました。

加えて、私たち議員がこの指定管理者への委託

の今後の必要性について認識したのは、一昨年の

平成23年９月16日、第３回定例会において福祉医

療センターの今後の運営について自分が質問した

際、答弁の中で、脆弱な財政状況の中で現状のま

までは、今のところは一般会計から補填して収支

の均衡を図っているけれども、今のところ円滑に

運営しているところでございますけれども、将来

的に施設入所者へのサービスの低下は免れなく、

施設運営は困難との見解を示しており、指定管理

者制度のあらゆる方法について検討していくとい

う答弁をいただいております。内容については余

り多くは申し上げませんが、当時その場にいた議

員はしっかりとその話を聞いて確認しております

し、もともと指定管理者制度を活用した委託につ

いては前向きであると私は認識しております。

そして、賛成理由でございますが、これまでの

公設民営化の経過は、確かに短時間ではございま

すが、施設利用者、町民、職員に説明し、おおむ

ね理解を得られており、民間の力を導入すること

で広い視野や柔軟な手法で入所者や町民へのサー

ビスの向上につながり、募集についても入所者を

ふやす可能性が今後高くなる。そして、最後に、

将来に向けて施設運営の部分において安定した経

営を図ることができるし、今後も脆弱な町財政を

考えると入所者の負担増は避けられません。そし

て、今回の指定管理者制度を活用した民間委託は

町の負担軽減ができるというメリットがございま

す。

以上申し上げましたが、自分はこのまま町が管

理運営をして維持できなくなるのを黙って見過ご

すことはできませんし、10年、20年先、将来に向

けてこの福祉医療センターがしっかりと維持でき

る取り組みをしていただきたいので、賛成の立場

で申し述べさせていただきます。

以上で賛成討論を終わらせていただきます。

これで討論を終わります。〇議長（堀内哲夫）

これより議案第２号について採決いたします。

議案第２号 上砂川町デイサービスセンター設

置条例等の一部を改正する条例制定については、

原案のとおり決定することに賛成の方は起立を願

います。

〔賛成者起立〕

起立多数です。〇議長（堀内哲夫）

したがって、議案第２号 上砂川町デイサービ

スセンター設置条例等の一部を改正する条例制定

については、原案のとおり可決されました。

これより議案第３号の質疑、討論、採決を行っ
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てまいります。

本件に対する質疑を受けます。質疑ございませ

んか。大内議員。

議案第３号についてお尋ね〇８番（大内兆春）

いたします。

先ほどるる質疑、討論ございましたが、まず私

なりに心配いたす点についてお聞きいたします。

まず、きょうの議会の日程に上げるまで、大変な

努力とご苦労をされたことと思います。指定管理

者制度にスムーズに移行できますよう最初にお聞

きしますのは、町立診療所の所長が退職すると聞

いております。そこで、通院患者に対しての説明

、 、 、並びに業務の引き継ぎ時の協力 備品 運営確認

情報等をお伺いしたいと思います。

次に、指定管理者事業の実施に当たっては、先

ほどの数馬さんとも重複する点がございますが、

指定当初に予想できないさまざまな状況の変化や

事故が起きることがあり得ると思います。設置者

である当町と指定管理者のリスク分担に関する事

項や損害賠償責任の履行の確保に関する事項を定

めておくことが望ましいと考えます。損害賠償保

険の加入に関する事項なども考えられますので、

協定書を作成されているのか、されるのか。

この２点をお伺いいたします。

ただいまの質疑に対して答〇議長（堀内哲夫）

弁を受けます。副町長。

ただいまの大内議員のご〇副町長（奥山光一）

質問に対しまして、私のほうからお答えをさせて

いただきたいと思います。

初めに、町立診療所の所長の退職という件でご

ざいますが、ご指摘のとおり現在の安村所長につ

きましては３月31日をもって退職をしたいという

旨の退職願の届け出が出まして、それを受理して

いるところでございます。ご質問の退職に伴いま

す通院患者さんへの説明、さらには業務の引き継

ぎということでございますけれども、こちらにつ

きましても現在安村医師から直接通院者の方に説

明等がなされているというふうにお聞きしており

ます。さらには、医師が４月から交代するという

旨の掲示等につきましても、この後診療所内に掲

示をしていきたいというふうに考えてございます

ので、ご理解いただきたいと思います。また、医

師の引き継ぎ等につきましては、入院患者一人一

人の病状等を含めまして、新しい医師に早目に赴

任をしていただくなどいたしましてこれらの引き

継ぎ等も含めて予定しているところでございま

す。また、備品等、運営の確保状況ということで

ございますが、指定管理に伴いまして現在ある施

設、備品等につきましては全て町有物品でござい

ますので、こちらについては全て指定管理者へ貸

与するというような状況のもと、現在使用してお

ります医療機器等につきましては現在のまま使用

していくということでございますので、ご理解い

ただければと思います。

また、２点目のご質問でございます。指定管理

者とのリスク分担等のご質問でございますが、先

ほど数馬議員のご質問等にもお答え申し上げまし

たが、こちらのリスク分担、事例でご質問されて

おりましたが、賠償保険等につきましては当然建

物は大家である町が加入いたしますが、その他施

設内での賠償保険については指定管理者が加入す

るなど、それらのリスク分担、これらは全て協定

書、さらには細かい部分につきましては覚書等で

の締結をしていきたいというふうに考えておりま

すので、ご理解いただきたいと思います。

、 、 。以上 簡単ですが 答弁とさせていただきます

ただいまの答弁でよろしい〇議長（堀内哲夫）

でしょうか。

はい。〇８番（大内兆春）

川岸議員、どうぞ。〇議長（堀内哲夫）

議案第３号 公の施設に関〇２番（川岸清彦）

する指定管理者の指定について。

第１は、指定管理者の選定に当たっては選定委

員会の審査によることになっていますが、選定委

員会の構成メンバーについて伺いたいと思いま

す。
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第２は、指定管理者を公募としなかった経過と

理由について伺います。

、 、第３は 選定に当たって道内４社を比較検討し

その結果株式会社萌福祉サービスを指定管理者の

対象として選定しましたが、他社にない優位性に

ついてどのように判断したのか。株式会社萌福祉

サービスは道内各所に施設展開しているようです

が、町としても他地域に出向いて具体的に調査さ

れた上のものなのでしょうか。４施設もの指定管

理の選定に当たって、慎重を期する立場から専門

的知見を有する町内外の有識者から参考意見とし

ての意見聴取もしたのでしょうか。

第４は、指定管理にかかわる協定に際して、そ

の協定内容について伺います｡リスク分担、労働

法規の遵守、施設及び設備、備品の補修整備の経

費負担の分担、利用者及び町民からの情報公開に

応じるなどについての取り決めについてはどのよ

うに考えておられるのかを伺います。

第５は、４施設の指定管理運営に当たって地元

業者の活用及び地元食材などの優先使用を求める

べきと思いますが、考えを伺いたいと思います。

以上です。

ただいまの川岸議員の質疑〇議長（堀内哲夫）

に対して答弁を求めてまいります。町長。

川岸議員の質問にお答えい〇町長（貝田喜雄）

たします。

１点目の指定管理者の選定委員会の構成でござ

いますが、上砂川町公の施設に係る指定管理者の

指定手続等に関する条例施行規則におきまして、

選定委員会の委員につきましては副町長をその委

員長とし、教育長、総務課長、企画振興課長、税

務出納課長、住民課長、福祉課長、教育次長、そ

の他の委員をもって必要と認める者をもって充て

るというふうに定義されているところでございま

して、それに基づき推進しているところでござい

ます。

２点目、３点目及び４点目のご質問は関連がご

、 。ざいますので あわせて答弁させていただきます

今回の福祉医療センターの指定管理に当たりまし

ては、その事業者の条件といたしまして町立診療

所及び老人保健施設の管理運営に当たるための医

療法人格、そしてまた特別養護老人ホームとデイ

サービスセンターを管理運営するための社会福祉

法人格、この２つの資格を有していることが絶対

条件でありまして、お話がありましたとおり複数

の業者の比較検討を行ったところでございまし

て、結果として萌福祉サービスとなったところで

ございます。萌福祉サービスにおきましては、今

お話し申し上げたとおり２つの条件を満たしてお

り、施設全体を一元的に管理する上で有利でござ

いまして、萌の事業先へ出向くことはできません

でしたが、担当者の面談を重ねる中で同社の実績

を十分把握したというふうに認識しているところ

でございます。ご承知のとおり道内各所に安定し

た事業展開をしているところでございまして、あ

わせて道内の他自治体におきましても実績を上げ

ておられるというようなことで、萌福祉サービス

の選定に至ったところでございます。現時点で平

成28年度からの民営化に当たっては萌福祉サービ

スを決定するものではなく、まずこの３年間同社

の実績をしっかりと見定めた上で、時期が参りま

したならば改めて検討、協議を行うことでご理解

をいただきたいと存じます｡

５点目の協定の内容でございますが、これらの

、 、事項に関しましては 本日議決を得ましたならば

一つ一つ詳細に関しまして萌福祉サービスとの協

定あるいは覚書の中で定めていかなければならな

い事項でございますので、きっちりとした事務処

理対応をしてまいりたいというふうに考えるとこ

ろでございます。

、 、また ６点目の地元業者の活用に関しましても

従前同様優先的利用が図られるよう協議、申し入

れをしているところでございますので、これらの

ことにつきましてご理解を賜りたくお願い申し上

げまして、答弁とさせていただきます。よろしく

お願いいたします。
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ただいま町長の答弁がござ〇議長（堀内哲夫）

いました。川岸議員、よろしいでしょうか、再質

疑ございますか。

いいえ。〇２番（川岸清彦）

それでは、打ち切ります。〇議長（堀内哲夫）

これより討論を行います。

まず、原案に反対者の発言を許可いたします。

ございませんか。川岸議員。

私は、やはり議案第２号と〇２番（川岸清彦）

同じ理由で反対の意見ということで。

次に、原案に賛成者の発言〇議長（堀内哲夫）

を許可いたします。髙橋議員。

先ほど私第２号のところで〇６番（髙橋成和）

お話ししたとおりでございます。第３号につきま

しても私は賛成でございます。よろしくお願いい

たします。

これで討論を終わります。〇議長（堀内哲夫）

これより議案第３号について採決をいたしま

す。

議案第３号 公の施設に係る指定管理者の指定

については、原案のとおり決定することに賛成の

方は起立願います。

〔賛成者起立〕

起立多数でございます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、議案第３号 公の施設に係る指定

管理者の指定については、原案のとおり可決され

ました。

◎議案第４号

日程第19、議案第４号 平〇議長（堀内哲夫）

成24年度上砂川町一般会計補正予算（第５号）に

ついて議題といたします。

提案理由の説明を求めます。町長。

ただいま上程されました議〇町長（貝田喜雄）

案第４号 平成24年度上砂川町一般会計補正予算

（ ） 、第５号 について提案理由を申し述べますので

ご審議くださるようお願いいたします。

（ ）平成24年度上砂川町一般会計補正予算 第５号

は、次に定めるところによる。

（歳入歳出予算の補正）

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ200万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入

歳出それぞれ26億2,580万円とする。

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該

区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は 「第１表 歳入歳出予算補正」による。、

平成25年２月19日提出

北海道上砂川町長 貝 田 喜 雄

、 、以下 内容の説明は副町長からいたしますので

よろしくお願いいたします。

以上であります。

引き続き内容の説明を求め〇議長（堀内哲夫）

ます。副町長。

、 、〇副町長 奥山光一（ ） それでは ご指示により

議案第４号について内容の説明をいたします。

２ページでございます。第１表、歳入歳出予算

補正。１、歳入、14款道支出金50万円の追加で、

１億704万8,000円となります。

２項道補助金50万円の追加で、2,011万8,000円

となります。

20款繰越金150万円の追加で、5,121万9,000円

となります。

１項繰越金150万円の追加で、5,121万9,000円

となります。

歳入合計が200万円の追加で、26億2,580万円と

なります。

２ 歳出 ３款民生費200万円の追加で ６億7,、 、 、

795万4,000円となります。

３項生活保護費200万円の追加で、230万円とな

ります。

歳出合計が200万円の追加で、26億2,580万円と

なります。

事項別明細書、４ページ、歳出でございます。

３、歳出、民生費、生活保護費、２目扶助費200

万円の追加で、229万円となります。福祉灯油助

成事業でございます。
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お手元に配付しております資料ナンバー２をご

らん願います。福祉灯油助成事業の概要でござい

ますが、初めに目的でございます。灯油価格の著

、 、しい高騰に鑑み 低所得者の高齢者世帯等に対し

冬期の生活を支援するため、灯油購入費の一部を

助成するものであります。助成対象世帯は、本年

２月１日現在で本町に住所を有し、高齢者世帯で

は世帯主が70歳以上の住民税非課税世帯、重度身

体障害者世帯につきましては世帯主が１級または

２級の身体障害者手帳の交付を受けている住民税

非課税世帯を対象としております。助成額につき

ましては１世帯当たり5,000円で、庁内の灯油販

売事業者２社で使用できる灯油引きかえ券により

助成するもので、有効期間につきましては平成25

年３月末までとするものでございます。申請方法

につきましては、福祉係へ申請書を提出するもの

で、申請期間につきましては３月１日から３月29

日までとしております。住民周知等につきまして

は、３月号町広報紙におきまして助成事業の記事

の掲載を行うほか、申請書を折り込みにて配布す

ることとしてございます。予算につきましては、

歳出で助成額5,000円の400世帯を見込みまして20

0万円を計上し、歳入につきましては道補助金で

あります地域づくり総合交付金50万円を見込むも

のでございます。

予算書へお戻り願います｡ただいまの説明によ

り、20節扶助費におきまして200万円を計上する

ものでございます。

、 。 、 、 、次に 歳入でございます ２ 歳入 道支出金

道補助金、２目民生費補助金50万円の追加で、80

2万4,000円となります。ただいま申し上げました

福祉灯油特別対策事業の道補助金として50万円を

計上するものであります。

、 、 、繰越金 繰越金 １目繰越金150万円の追加で

5,121万9,000円となります。前年度繰越金を充当

し、収支の均衡を図るものでございます。

以上でございます。

以上で提案理由及び内容の〇議長（堀内哲夫）

説明が終わりましたので、これより順次質疑、討

論、採決を行ってまいります。

本件に対する質疑を受けます。質疑ございませ

んか。

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

ないようですので、打ち切〇議長（堀内哲夫）

ります。

。 。これより討論を行います 討論ございませんか

〔 なし」と呼ぶ者あり〕「

討論なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

これより議案第４号について採決いたします。

お諮りいたします。本件は、原案のとおり決定

することにご異議ございませんか。

〔 異議なし」と呼ぶ者あり〕「

異議なしと認めます。〇議長（堀内哲夫）

したがって、議案第４号 平成24年度上砂川町

一般会計補正予算（第５号）については、原案の

とおり決定いたしました。

◎閉会の宣告

以上で本臨時会に付託され〇議長（堀内哲夫）

ました案件の審議は全部終了いたしました。

したがって、平成25年第２回上砂川町議会臨時

会を閉会いたします。どうもご苦労さまでした。

（閉会 午前１１時３２分）

地方自治法第１２３条第２項の規定に

よりここに署名する。

臨 時 議 長 数 馬 尚

議 長 堀 内 哲 夫
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署 名 議 員 髙 橋 成 和

署 名 議 員 横 溝 一 成
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